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事 業 概 要 

 ●目的   

市内の学生を海外に派遣し、子供たちとの交流や文化や習慣に直接

触れることで、国際的な視野を持つ人材の育成や友好関係を構築する。 

 ●訪問国（都市） 

  フィリピン共和国（マニラ） 

 ●協力 

  独立行政法人国際協力機構（JICA） 

 ●事業日程 

月 日 
曜

日 
時 間 内 容 備 考 

5月19日 火 
17:30 

～20:00 

選考面接 

（作文・面接による選考） 

6月 2日 火 
18:00 

～19:30 

結団式・第1回事前研修 

（説明会） 

6月 9日 火 
18:00 

～20:00 

第2回事前研修 

（フィリピン講座） 

フィリピン人

講師 

6月16日 火 
18:00 

～20:00 

第3回事前研修 

（発展途上国の研修･リーダー決定） 

ドキュメンタ

リー映画鑑賞 

6月23日 火 
18:00 

～20:00 

第4回事前研修 

（交流先の説明・グループ分け） 

6月30日 火 
18:00 

～20:00 

第5回事前研修 

（フィリピン講座） 

フィリピン人

講師 

7月 7日 火 
17:00 

～20:00 

第6回事前研修 

（現地での交流内容を決定・名刺作り） 

7月14日 火 
17:00 

～20:00 

第7回事前研修 

（現地での交流の練習） 

7月21日 火 
17:00 

～20:00 

第8回事前研修 

（現地での交流の練習） 

7月28日 火 
17:00 

～20:00 

出発式・第9回事前研修 

（市長表敬・現地での交流の練習） 

7月30日 

～3日 
フィリピン訪問

8月 7日 火 
10:00 

～18:00 
帰国報告会準備① 

①②のほか、 

期間中グルー

プごとに数回

準備 
8月25日 火 

18:00 

～20:00 
帰国報告会準備② 

9月 1日 火 
18:00 

～20:00 
帰国報告会 

-2-



日 程 表 

 月 日 
曜

日 
時 間 場 所 内 容 移動 食 事 

1 7 月 30 日 木 

12:00 市役所 
市役所発 12:30 

新千歳空港着 13:00 
専用バス 

昼：各自 

夜：機内食 

14:00 新千歳空港 
新千歳空港発 14:05 

成田空港着 15:45 
航空機 

17:20 成田空港 
成田空港発 17:20 

マニラ空港着 20:55 
航空機 

22:30 マニラ ホテル到着 専用バス 

2 7 月 31 日 金 

8:00 ホテル マニラ市へ 

専用バス 

朝：ホテル 

昼：多国籍 

バイキング 

夜：しゃぶしゃぶ 

9:30 ケソン Araullo High School（公立中学校） 

14:00 マニラ セント・フランシス聾学校 

16:00 マカティ JICA フィリピン事務所訪問・研修 

3 8 月 1 日 土 

8:00 ホテル 来苫経験のある若者と合流 

専用バス 

朝：ホテル 

昼：チキン料理 

夜：ハンバーガー 

午前 マカティ 
来苫経験のある若者との交流 

・ナショナルユースコミッション（NYC） 

午後 マニラ 
大学生とグループで市内を散策 

・モール・オブ・アジア 

4 8 月 2 日 日 

午前 
ラスピニャス 

タガイタイ 

ラスピニャス・タガイタイ観光 

・ラスピニャス教会(ﾊﾞﾝﾌﾞｰｵﾙｶﾞﾝ) 

・ジプニー工場 

・タール湖(ﾋﾟｰﾌﾟﾙｽﾞ･ﾊﾟｰｸ・ｲﾝ・ｻﾞ･ｽｶｲ) 

専用バス 

ジプニー 

朝：ホテル 

昼：フィリピン料理 

夜：スペイン料理 午後 マニラ 

マニラ(イントラムロス)観光 

・リサールパーク 

・サン・アグスティン教会 

・カーサマニラ 

・サンチアゴ要塞 

スモーキーマウンテン視察 

5 8 月 3 日 月 

7:00 ホテル マニラ空港へ 専用バス 

朝：ホテル 

昼：機内食 

夜：自宅 

7:00 マニラ空港 
マニラ空港発 9:30 

成田空港着 15:00 
航空機 

18:50 成田空港 
成田空港発 18:55 

新千歳空港着 21:00 
航空機 

22:00 市役所 解散 専用バス 

４泊５日【宿泊：ベルジャヤ マカティ ホテル】
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こども国際交流事業を終えて 

私たち派遣団は、７月３０日夜９時、ニイノ・アキノ国際空港に到着しました。苫小
牧市から９時間、期待と緊張と疲労の中、５日間の国際交流事業がスタートしました。 
 ニイノ・アキノ国際空港は、現在のフィリピン大統領のアキノ３世の父親に当たる、
故ニイノ・アキノ上院議員を記念して改称された空港です。私たちが宿泊するホテルは、
この空港から５㎞ほど離れたマカティ地区にありました。マカティ地区には、シティバ
ンク、インテル、マイクロソフト等の企業が多く集まり、高層ビル群が立ち並んでいま
す。日本で言えば六本木ヒルズのように、高級住宅と高級ショッピングモールの複合施
設があり、住宅街を覗くと大抵の家にプールが付いています。この地区に住むという事
は「金持ち・勝ち組」を意味します。 
 フィリピンを代表する富裕層が住むマカティ地区と正反対な地区に、スモーキー・マ
ウンテンと呼ばれるスラム街があります。富裕層の住む地域を一歩でると、町中が薄汚
れた感じがし、道路を一つ曲がるとスラム街があったりしました。スモーキー・マウン
テンは、明日の食べ物さえ困っている貧しい人たちがゴミ捨て場に集まるようになり、
ゴミの中から使えそうな物を見つけて売りさばき、生活の糧（かて）にするようになり
ました。そういう人たちばかりが住んでいる町で、世界最悪の住環境と言われています。 
 そのようなスラム街の子どもたちは、家計を助けるために、学校にも行けずに働いて
いたり、住む所がなくて道路で物乞いをしながら生活している少年たち（ストリートチ
ルドレン）もたくさんいました。こうした問題を解決していくために、フィリピン国内
では多くの子ども支援機関の人が努力していますし、日本も JICA（国際協力機構）な
どを通して援助の手をさしのべていることを知りました。 
 私たちは、バスの車窓からスラム街の様子を見ましたが、子どもたちは、穴のあいた
服を着て裸足で走り回ったり、バスケットボールに熱中したりしていました。しかし、
みんな一様に明るく楽しそうで、手を振りながら人なつこい笑顔を私たちに送っていま
した。そうした子どもたちは、貧困家庭に育ちながらも、小さな部屋で多くの家族が仲
良く協力しあって暮らしているそうです。恵まれた環境で育っている日本の子どもたち
にとって、貧富の差の激しさと家族の幸福の在り方や国際援助のしくみ等について考え
る機会になったと思います。 
 今回の派遣では、フィリピンの若者たちや聾学校、公立中学校の児童生徒との交流活
動を行いました。フィリピンの公立中学校には日本のような恵まれた施設はありません
し、その上子供の数が多すぎるので、午前と午後と夜間で子供を入れ替えて授業を行っ
ていました。子供たちの誰にたずねても、「学校が好き」「先生が好き」「友達が好き」
と答えるそうです。訪問した学校の子どもたちは、好奇心あふれるクリクリした瞳で見
つめ、目が合うと必ずだれもがにっこりとほほえんでくれました。人なつっこく、キラ
キラしたすてきな笑顔が印象的でした。 
 教科書は日本のように無料で配布されるわけではありません。しかし、親はお金を工
面して、子供自身に教科書を買わせるといいます。子供たちは教科書にセロファンでカ
バーをかけて宝物のように大切にします。恵まれない環境でも一生懸命に勉強するし、
家計を助けるために働き、よくお手伝いをします。みんな助け合って生活することが常
識であり、いくら貧しくても、弱い人、困っている人を見過ごしにはしないそうです。
この優しさはフィリピン国民に共通した性格であり、大きな特徴になっているそうです。 
 日本は世界有数の経済大国です。フィリピンにないものがたくさんあり、人々は誰も
が文化的な暮らしをしています。お金を出せばいろんなものが手にはいるし、おいしい
ものが食べられます。しかし、私たちは、本当に「豊か」と言えるのかと感じました。
フィリピンは金銭面で、また物質面では豊かな国とはいえません。しかし、誰もが親切
で、家族思いで、お互いに助け合いながら、前向きに生活しています。貧しくとも、人々
の顔から笑顔が絶えることはなく、明るい明日を夢見て生活しているようでした。フィ
リピンという国は、日本人が忘れてしまったものを今でも残している国だと思いました。  
 今回の派遣は、子どもたちにとって大変貴重な体験となりました。この体験が将来に
わたってこどもたちの心に残り、心豊かな人間に成長してくれることを期待しています。
終わりになりますが、この事業の実施にあたり、多大なご尽力・ご協力をいただきまし
た関係者のみなさまには、深く敬意と感謝を申し上げます。ありがとうございました。 

   平成２７年８月       
                        団長  
                        苫小牧市立緑陵中学校 
                        校長 平沼 秀之 
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  中学生フィリピン派遣団に参加して 
リーダー 土谷 奈々  

 私達１０人は９回の事前研修をおえて７月３０日にいよいよフィリピンへ向けて

出発しました。 

飛行機を乗り継いでやっとフィリピンに到着して、空港の外に出たら想像以上に暑

く、皆テンションが上がってしまいました。また、道路は車でうめつくされ、さらに

クラクションの音がいたる所でひびき渡っていました。日本では、ありえない光景だ

ったのでとても驚きました。ホテルに着いて、次の日の準備をして、初日は終了しま

した。 

２日目は、まずアラウロ高校に行きました。学校に到着すると、たくさんの学生が

こちらを見て盛り上がっていたので、とても有名人になった気分でした。ココナッツ

のカラを使ったフィリピンのダンスを披露してくれて、とても感動しました。みなさ

ん動きがきれいにそろっていて、私達のためにたくさん練習してくれたんだと思い、

うれしい気持ちが深まりました。実際の授業にも参加してフィリピンの学校の様子を

体験することもできました。教室の様子などは、日本と大きな違いがなかったのです

が、授業が始まると全てが英語だったので、私は、ほとんど内容を理解することがで

きませんでした。他の団員も、ぽかんとしていたので多分日本との違いを実感してい

たのだと思います。 

その後、私たちは、ろう学校に行き「書道」「トントンずもう」「ジェスチャーゲー

ム」の３チームに分かれて、幼稚園児から小学生の学生に教えてあげました。みなさ

ん楽しそうにやっていて、私たちもうれしかったです。 

４日目に「スモーキーマウンテン」を訪問したとき、私は心が痛くなりました。日

本とは全然違い「ほんとうにこんな所で生活しているの？」と思いました。日本は、

どれだけ幸せなのだろう、私達はすごく恵まれた中で生活していると感じました。そ

れでも私たちがバスの中から見ていると、小さな子供たちが笑顔で手を振ってくれま

した。私も笑顔でふり返しましたが、自分たちが大変なのに手を振ってくれて、うれ

しい気持ちでいっぱいになりました。フィリピンではたくさんの事を学ぶことができ

ました。今は情報化が進んでいて、その国に行かなくても他の国の情報がインターネ

ットですぐにわかります。それでも実際に行って見てみないとわからない事があり、

私達はフィリピンで起こっている過酷な現状を見てきました。その事を多くの人々に

伝えて、フィリピンの人々の生活が少しでも変われば良いと思います。 

また、今回の訪問で多くのフィリピンの人たちと出会い、「笑顔」や「コミュニケ

ーション」がとても大切だと言うことを学びました。 

私は今回この事業に参加することができたことを、とても誇りに思います。そして、

今回私たちを支えてくれた保護者の皆様、先生方ほんとうにありがとうございました。

訪問団のメンバーも、私を助けてくれてありがとうございました。 

この事業に参加して、フィリピンで学んできたことを将来に生かしていきたいと思

います。 
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第１日目 7 月３０日（木）  

            國坂 萌々香

いよいよ今日は、日本を出発してフィリピン

へ行く日です。市役所に集合して、それぞれキ

ャリーケースにフィリピンの方達に渡すノー

トやビーズなどのお土産をつめこみました。 

新千歳空港まではバスで行きました。みんな

でお菓子をどのくらい持ってきたかなどの話

をしていると、あっという間に空港に着きまし

た。空港に着くと少し自由時間があったので、

お店をうろちょろしました。お店では、買い忘

れていたお菓子やお昼に食べるサンドウィッ

チなどを買いました。でも、飛行機に乗るまで

に結構時間があったので、空港の中で全部食べ

てしまいました。飛行機の中で席を探している

とＣＡさんが丁寧に教えてくれました。席に座

ってからは、音楽や映画を観たり聞いたりして

ゆっくり過ごしました。 

成田空港に着いてから少しすると、バスケッ

トボールの有名な選手達が団員の何人かに名

刺をプレゼントしていました。その後、団員が

「写真を一緒に撮ってくれませんか」とお願い

すると笑顔でＯＫしてくれました。とても優し

くてかっこよかったです。 

それから飛行機までは、少しの距離でしたが

バスに乗って移動しました。席に座り少しする

とＣＡさんが私達の所に来てくれて「フィリピ

ンに行かれる皆さん、暑い国に行かれるので気

温差などで体調を崩されませんよう頑張って

きてください。」と書かれたポストカードを団

員にくれました。とても嬉しかったです。 

飛行機が離陸してしばらくすると、夕食の時

間になりました。機内食は、和食のブリの煮物

と洋食のカレーライスを選ぶことが出来まし

た。私は、オススメのブリの煮物を選んで食べ

ましたが、結構美味しかったです。 

飛行機がフィリピンに着陸し、デッキを歩い

ていると温かい風が吹いていて空港の外は、も

っと暑いんだなと思うと、少し気分が重くなり

ました。さらに、長時間移動して、やっとマニ

ラ空港に到着したのに、入国審査にすごく時間

がかかり、疲れました。 

空港から出てマニラの市街地をバスで走っ

ていると、フィリピンの方達が私達に手を振っ

てくれました。みなさんフレンドリーで安心し

ました。 
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第２日目 ７月３１日（金）  

            齊藤 有里杏

今日は皆が事前研修でたくさん練習してき

たことを披露する日です。 

まずはアラウロ高校に行きました。バスが敷

地に入ると、生徒たちが私に手をふってくれま

した。バスから降りて、学長に会いに行き、写

真を撮り、マグネットをもらいました。次に一

部の生徒が、歌とダンスを披露してくれました。

歌はフィリピンの国家と日本の国家でした。君

が代は、私たちより上手なのでは？と思うほど

でした。ダンスは体にココナッツの殻をいくつ

か付けて、自分たちの手に持っている殻を叩き

ながら踊るというものでした。とてもいい音が

して、見ていておもしろかったです。その後に

校内見学をしました。また、あるクラスで英語

の授業に参加しました。内容は正直わかりませ

んでした。ですが、その後にクラスで何人かの

グループになり、お互い自己紹介をしたり、名

刺を交換しました。一緒に写真を撮る時には、

皆いきなり横にくるので顔がぶれておもしろ

い写真がとれました。 

その後、セントフランシス聾学校に行きまし

た。最初に生徒たちが踊りを披露してくれたの

ですが、途中で私たちも引きこまれて、見よう

見まねで踊りました。びっくりしたのは次の曲

が「ようかい体操第一」だったことです。４番

まで踊りました。そして、さらにもう１曲踊り、

ヘトヘトになってしまいました。 

次に団員の紹介をしました。生徒が大きなリ

アクションをしてくれたので、とても話しやす

かったです。そして私たちは、トントンずもう、

ジェスチャーゲーム、書道を各教室で教えまし

た。少しの緊張と英語で伝えることの難しさに

どぎまぎしてしまいましたが、添乗員さんが手

伝ってくれて、何とか伝えられました。しかも

生徒がワンモアと言ってくれたので書道セッ

トをあげました。他の遊びも楽しんでくれて良

かったです。 

最後に私たちがそれぞれの学校で集めたノ

ートを渡しました。とても喜んでくれてうれし

くなりました。聾学校の生徒は耳が聞こえず、

生活が大変そうなのに、そんなそぶりを見せず

にニコニコ笑っていて、どんな小さい幸せも喜

べるすごい人達だなと思いました。 

次に JICAの事務所に行って青年海外協力隊

のことや日本とフィリピンの関係について話

を聞きました。発展途上国であるフィリピンと

先進国の日本とでは、生活のしやすさが全然違

うなと改めて思いました。 

JICA の方のお話の中で、とても心に響いた

言葉がありました。それは「見てしまった責任

をとらなければならない」です。フィリピンの

ありえない光景を目にした私たちは責任をと

り、あの現状を変えたいです。だから私はこの

場所を借りて、皆さんにもフィリピンの現状を

知ってほしいです。学校にも行けず、今日生き

ていられるかもわからないような人々がいる

現状を私は、身をもって感じました。 

私は、自分の生活を見直す事ができる、とて

も貴重な時間を過ごせたと思っています。とて

も充実した１日でした。 
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第３日目 ８月１日（土）  

            小林 舞凜

 ８月１日。この日はとても蒸し暑く、天気も

快晴でした。さすがフィリピン！今日はフィリ

ピンの若者と交流します。 

朝、ホテルのロビーに行くとたくさんの人が

いました。とても笑顔がすてきで、私はこの時

「この人達と一日一緒に過ごすんだ～楽しみ」

と思ったのを覚えています。しかし、この交流

は楽しいばかりではありませんでした。 

私がペアになったアリエルは、とてもおもし

ろく歌がとても上手で私と気が合う方でした。

最初は、ナシュナル・ユース・コミッションに

行き日本大使館の方のお話を聞いたり、若者の

皆さんのダンスの披露を見ました。そして今ま

で１０人で練習してきた桃太郎のペープサー

ト、福笑い、あっち向いてホイを披露しました。

練習してきた成果を充分に発揮して、フィリピ

ンのみなさんも楽しそうにしていたので、本当

に嬉しかったです。 

そして、先ほど披露してくれたフィリピンの

ダンスを教えてもらいました。日本の文化を紹

介するだけでなく、フィリピンの文化も体験す

ることができて、とても良かったです。 

次に向かったのはモール・オブ・アジアとい

うショッピングセンターです。 

とにかく大きい！本当にびっくりしました。そ

こで私たちは、お土産を買ったりしました。ペ

ソのお金を払ったり、英語で注文したりするの

はとても大変でしたが、とても良い経験になっ

たと思います。 

また買い物が終わって外に出ると、ブラスバン

ドが踊りながら演奏をしていてフィリピンに

もブラスバンドがあることに驚きました。 

バスに戻って、私たち１０人で「世界にひと

つだけの花」を感謝の気持ちをこめて歌いまし

た。私のペアのアリエルはその曲が大好きでイ

ンターネットで歌詞を調べながら一緒に歌っ

てくれました。ここでも日本の歌を好きになっ

てくれたことにとても感動しました。そしてフ

ィリピンのみなさんからも歌のプレゼントが

あり、とても嬉しかったです。 

ホテルに着きお別れの時がきました。１０人

はペアの元に行き感謝の気持ちを伝えていま

した。最初は不安もありましたが、良い経験が

できて、とても充実した一日でした。 
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第４日目 ８月２日（日）  

            山田 采果 

 ４日目は、マニラ市内を観光しました。まず、

ラスピーニャス教会に行きました。中は天井に

竹のパイプオルガンがあり、とても魅力的でし

た。少しするとお祈りが始まりました。教会の

中に入りきらないため、外でしている人もいま

した。実際にこのような光景を見たのは初めて

で、教会の中は外と全く違う空気でした。 

教会の外では、ドリアンやはちみつが売られ

ていました。そこで砂糖がコーティングされて

いる梅干をもらいました。食べてみると最初は

甘くて美味しいと思いましたが、味わって食べ

ていると、とてもすっぱくて顔がゆがみました。 

その次はジプニーと呼ばれるフィリピンの

車の工場を見学しました。街を走っている派手

なジプニーがたくさんあり、昔の古い形のもの

も展示されていました。みんなで好きな車の運

転席に座って、写真を撮ったりしました。 

お腹をすかせた私たちは、昼食場所へと向か

いました。フィリピンで食べる最後のお昼は、

肉料理、スープ、焼きそばのようなもの、そし

て食後にはマンゴー、りんご、オレンジの盛り

合わせが出てきました。 

テラスで食べていたので、時々ハエが寄って来

る時がありましたが、そのたびに店員さんが手

ではらってくれました。こういうことも、フィ

リピンならではだと思いました。 

お腹がいっぱいになったところで、これまで

の疲れが出たのか、バスの中で全員ぐっすりと

眠っていました。目が覚めると、スラム街に入

る直前でした。スラム街に入ると、家が家では

ないように見えました。木の板を組み合わせ、

屋根をつけただけの簡素なつくりでした。行く

前は、そこらじゅうにゴミの山ができていて、

そこに人がたくさん集まっているというイメ

ージでした。ですが、ゴミの山は無く、子ども

たちがたくさんいました。手をふってもいいの

かわからず見ていたら、子ども達の方からこち

らに手をふってくれました。ローラースケート

で遊んでいる子がいたり、走り回っている子が

たくさんいて、日本の子どもと同じように、と

ても元気に遊んでいるように見えました。 

ホテルで過ごす最後の夜は、午前中にフルー

ツスタンドで買ったたくさんのフルーツでパ

ーティーをしました。みんなでフルーツの皮を

むいて準備をして、まずドラゴンフルーツから

食べてみましたが、奇抜な見た目と違って、無

味無臭でした。マンゴーは、私の苦手な果物で

したが、美味しくてフィリピン最終日に克服す

ることができました。楽しく夜を過ごし、あと

は日本に帰るのみになりました。フィリピンで

過ごした４日間は、慣れない環境で疲れました

が、とても充実した研修になりました。 
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最終日 ８月３日（月）  

            菅野 しおり

 ８月３日、とうとう最終日です。朝は５時起

床、出発が６時と早かったので、皆眠そうな顔

をしていましたが、ロビーで受け取ったサンド

イッチとリンゴを食べ始めると元気になりま

した。まだ帰りたくない人がほとんどでした。 

空港へ向かうバスの中で、５日間とてもお世

話になったガイドのバージさんと運転手さん

に、それぞれの似顔絵を描いた寄せ書きを贈り、

空港でお別れしました。滞在中ずっと一緒にい

たので、別れるのは寂しく、皆名残り惜しそう

に手を振っていました。 

荷物を預けた後、１時間程の自由時間があり、

ペソを使っての最後の買い物を楽しみました。 

買い物も終わり搭乗までの間、改めてこの５

日間のことを思い返してみると、まず頭に浮か

んできたのは、フィリピンの人々のフレンドリ

ーさでした。特に、複雑な思いで向かったスラ

ム街でも、皆明るい笑顔で手を振ってくれて、

なんだかほっとしました。 

そしていよいよ飛行機に乗り込み、フィリピ

ンにさよならです。離陸してしばらくすると機

内食が出されました。 

しかし、私は食べようとすると腹痛に襲われ、

さらには嘔吐、下痢と、思いきり体調を崩して

しまいました。添乗員の布施さんがいろいろと

お世話してくださり、大変ご迷惑をおかけしま

した。成田空港に着くと念のためということで

検疫所に連れて行かれました。結果、特に問題

はなかったのですが、海外から帰って来た時に

病気になると、こんなに大変なことになるのだ

なと勉強になりました。 

国内線に乗り換えるまでに少し時間があっ

たので、ここで腹ごしらえです。やはり日本食

が恋しかったのか、お茶漬けやおそばを食べた

人もいたようです。搭乗を待っていると、テレ

ビで苫小牧でフェリー炎上したニュースが流

れていて驚きました。搭乗のアナウンスがあり、

最後の飛行機に乗り込みました。 

空港からバスに乗り、市役所に到着すると加

賀谷さんや桝田さん、家族が出迎えてくれてい

て無事に帰ったことを実感し安心しました。 

このフィリピン研修は、事前研修を含めとて

も有意義で得難い体験でした。この経験を今後

に生かしたいと思います。 
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セントフランシス聾学校での思い出 
藤村 一馬 
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フィリピンの南国フルーツ 
木戸 花音 
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フィリピンで印象に残ったこと
吉田 海慈 
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私がフィリピンで目にしたもの 
田中 詩帆 

１ 家族のために働くこどもたち 
２ 手を差しのべていきた小さな男の子 

３ ごみを拾って生活する人々 

４ 考えたこと 

５ 最後に 
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※これらは、9月１日の帰国報告会で発表した研究成果です。

研究報告

発表テーマ

菅野しおり・小林舞凜 

土谷奈々・藤村一馬・山田采果 

秘密のフィリピンＳＨＯＷ 
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研究報告

発表テーマ

木戸花音・國坂萌々香 

齊藤有里杏・田中詩帆・吉田海慈 

Ｗｅは何しにフィリピンへ？ 

-16-



-17-



-18-



-19-



-20-



平成２７年度苫小牧市こども国際交流事業 

中学生フィリピン派遣団報告書 

平成２７年１２月発行 

総合政策部 政策推進室 市民自治推進課 

〒053-8722 苫小牧市旭町４丁目５番６号 

     TEL ０１４４－３２－６１５７（直通） 

   http://www.city.tomakomai.hokkaido.jp/siminjiti/


